
月別概況（平成２６年）青果

１月

野菜

１ｋｇ当たり平均単価 ２１６円

年明けの好天で生育が回復した品目が多く年内から野菜の高値相場が続いたため全般的に荷動き悪

かった。

果実

１ｋｇ当たり平均単価 ２９２円

果実全体に入荷増の単価高で好調な販売で推移。ただ、苺については昨年を大きく下回る入荷で終

了。

２月

野菜

１ｋｇ当たり平均単価 ２１０円

上旬～中旬に関東を中心に記録的な大雪があり被害や収穫作業の遅れなどで入荷量が不安定となり

相場高となった。

果実

１ｋｇ当たり平均単価 ２７４円

みかん、りんご入荷増高値推移で好調な販売。しかし雑柑、苺については売れない販売が続く。

３月

野菜

１ｋｇ当たり平均単価 ２１９円

昨年より一部価格の安い品目もあるが、２月の記録的な積雪もあり全般的に単価高で推移した。

果実

１ｋｇ当たり平均単価 ２８３円

全般に全旬を通じ気温の差によって好調、不調の明暗がはっきりした月であった。特にみかん、りか

んご等は堅調に推移した。

４月

野菜

１ｋｇ当たり平均単価 １８８円

野菜全般に増税直後の上旬は荷動き悪かったが中旬以降から順調に回復した。

果実

１ｋｇ当たり平均単価 ３３６円

平成２５年度貯蔵物（みかん、甘夏、りんご）に関しては残量少なく入荷減。主力の苺に関しては

微増であるものの堅調推移。全般には入荷減の単価高で終了。



５月

野菜

１ｋｇ当たり平均単価 ２０１円

昨年に比べ単価は前年を上回る水準となり、野菜全般に落ち着いた販売動向であった。

果実

１ｋｇ当たり平均単価 ３７４円

施設栽培の品物（ハウスみかん、デラ、サクランボ、桃）は大幅な入荷減で推移。また西瓜、りん

ご等については前年並の数量で推移。全般には入荷減の兼ね合い、また増税等により単価高で終了。

６月

野菜

１ｋｇ当たり平均単価 ２２３円

天候不順の影響を受け、計画通り出荷できない品目が多くあり、単価高で推移した。

果実

１ｋｇ当たり平均単価 ３３７円

重油の高騰により施設物の減少。天候等により遅延気味で推移したことで全般的には入荷減で終了

。しかし、単価面については食味良く単価高で推移した。

７月

野菜

１ｋｇ当たり平均単価 ２１２円

全般的に潤沢な入荷となり昨年が堅調相場であった事もあり単価の落ち込みが目立ち安値で推移し

た。

果実

１ｋｇ当たり平均単価 ３１４円

果実全体に入荷減の高値推移であった。特にりんごのフジについては極端に少なく、また西瓜も少

なく売れない単価の安い月となった。

８月

野菜

１ｋｇ当たり平均単価 ２６２円

台風１１号の影響により主力品目で減少が目立ち相場は全般的に高値で推移した。

果実

１ｋｇ当たり平均単価 ３４１円

台風の影響、また長雨等により入荷少なく厳しい販売が続いた。また８月は営業日も昨年より１日

少なく低調な販売となった。



９月

野菜

１ｋｇ当たり平均単価 ２５５円

天候不順の影響によりレタス、白菜、キャベツが高値で推移。９月としてはここ５年間で最も高い

水準。

果実

１ｋｇ当たり平均単価 ３１１円

８月の台風等の影響により降雨量多くまた日照不足も重なり品物によっては食味悪く若干苦しい販

売となった。全般には入荷増の単価はほぼ前年並みで推移した。

１０月

野菜

１ｋｇ当たり平均単価 １９６円

夏秋産地と秋冬産地の供給時期が重なり全般の供給量が潤沢にあり、台風上陸で消費地の荷動きが

鈍かった。

果実

１ｋｇ当たり平均単価 ２０８円

天候等の影響にも左右され、また食味の点でも懸念されたことから明暗がはっきりした販売であり

全般には入荷増の単価安で推移。

１１月

野菜

１ｋｇ当たり平均単価 １８９円

レンコン、南瓜は生育不良で単価高であるが野菜全般的に潤沢入荷で安値低迷した。

果実

１ｋｇ当たり平均単価 ２００円

果実全体に８月の曇天長雨が影響し品質低下、糖度不足により厳しい販売であった。

１２月

野菜

１ｋｇ当たり平均単価 ２３２円

上旬は暖冬により厳しい販売状態であったが中旬以降全国的に寒波、積雪等の影響で全般的に価格

は上伸した。

果実

１ｋｇ当たり平均単価 ２７９円

果実全体に入荷増の単価安推移。特に苺については中～下旬入荷減少により入荷減単価高。


